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Ⅰ はじめに  

アロマテラピーに使用されるラベンダー精油には鎮静作用があり，中枢神経系

や自律神経系に対して抑制作用を持つとされている。このことから，筋緊張抑制

のリハビリテーションにラベンダーが有効ではないかと考えられる。以前，我々

はラベンダーが母指球筋を支配する運動ニューロンの興奮性に与える影響につい

て F 波を用いて検討した。その結果，ラベンダーは運動ニューロンの興奮性を抑

制することが示された。しかし，ラベンダー濃度と効果に関する検討は行ってい

ない。今回は吸入量と運動ニューロンの興奮性の抑制に関する検討を 1 つめの目

的とした。運動ニューロンの興奮性の抑制の機序については未だ明らかではない。

ラベンダーは大脳辺縁系に影響を及ぼすことから，自律神経系を介して運動ニュ

ーロンの興奮性を抑制する可能性が考えられる。これまでラベンダーと自律神経

活動および運動ニューロンの興奮性との関係についての研究はみられない。運動

ニューロンの興奮性と自律神経活動との間に関係があれば運動療法における筋緊

張抑制の方法として自律神経活動の状態を変化させることも 1 つの方法として考

えられる。そこで本研究は，ラベンダーの吸入が運動ニューロンの興奮性と自律

神経活動に与える影響の検討を 2 つめの目的とした。  

 

Ⅱ 研究方法と対象  

対象はラベンダーの香りを好むアロマテラピー無経験者で嗅覚障害がない健

常者である。本研究は 2 つの実験から構成されている。ラベンダー精油は 1%と

10%の 2 種類を使用し，希釈に用いたスイートアーモンドオイルのみを濃度 0%と

した。F 波は筋電計を用いて左側正中神経刺激により同側母指球筋より導出した。

F 波測定項目は出現頻度，振幅 F/M 比，立ち上がり潜時とした。自律神経活動の

評価にはハートリズムスキャナーを用い，5 分ごとの平均心拍数と心拍変動周波

数成分の LF/HF 比と HF 成分を測定した。  

 実験 1．濃度の異なるラベンダーを吸入させた場合の F 波変化：対象は 8 名（男

性 6 名，女性 2 名。平均年齢 30.1±8.9 歳）。異なる濃度のラベンダー（0%，1%，

10%）を 2 分間自然呼吸により吸入させた。F 波は①5 分安静後，②吸入開始時，



③吸入 1 分後，④吸入終了直後，⑤吸入終了 5 分後，⑥吸入終了 10 分後，⑦吸入

終了 15 分後の計 7 回測定した。  

 実験 2．濃度 10%のラベンダー吸入時の F 波と自律神経活動の変化：対象は 17

名（男性 6 名，女性 11 名。平均年齢 20.7±2.8 歳）。ラベンダーは 10 分間吸入さ

せた。F 波は①5 分安静後，②吸入開始時，③吸入 5 分後，④吸入 10 分後，⑤吸

入終了直後⑥吸入終了 5 分後，⑦吸入終了 10 分後，⑧吸入終了 15 分後の計 8 回

測定した。平均心拍数と心拍変動周波数成分は安静時から連続で各 5 分間の計 7

回測定した。対象者には研究主旨を十分説明し，同意を得た上で実施した。（承

認番号 1404）  

 

Ⅲ 結  果  

 実験 1．濃度 1%，10%の 2 分間吸入では出現頻度，振幅 F/M 比，立ち上がり潜

時において変化はなかった。  

 実験 2．濃度 10%，10 分間吸入で出現頻度はコントロール群と比較して，吸入

5 分後，吸入 10 分後，吸入終了 5 分後，吸入終了 15 分後に有意な低下を示した。

振幅 F/M 比はコントロール群と比較して，吸入終了 10 分後に有意な低下を示し

た。濃度 10%，10 分間吸入で出現頻度は安静時と比較して吸入 10 分後，吸入終

了 5 分後，吸入終了 15 分後に有意な低下を示し，副交感神経活動の指標である

HF 成分は吸入開始から 5 分後まで有意に増加し，その後は増加傾向を示した。交

感神経活動の指標である LF/HF 比に変化はなかった。  

 

Ⅳ 考  察  

1．濃度と運動ニューロンの興奮性の関係について：濃度 1%，10%2 分間の吸

入で変化がなく，濃度 10%10 分間の吸入で出現頻度，振幅 F/M 比に有意な低下が

みられたことからラベンダー濃度が低い場合，運動ニューロンの興奮性に影響す

るまでに長い時間を要すると思われる。また，ラベンダー鎮静効果は吸入時間と

濃度により変化すると報告されていることからラベンダーの運動ニューロンの興

奮性の抑制にはある程度の吸入量が必要であることが示唆される。  

2．運動ニューロンの興奮性と自律神経活動の関係について：随意運動制御には

体性運動系に加えて，情動運動系が働くと報告されていることから，副交感神経

の活動亢進が何らかのメカニズムによって運動ニューロンの興奮性を抑制した可

能性が考えられる。しかしながら，運動ニューロンの興奮性低下にはラベンダー

の薬理作用も考えられる。  

 

Ⅴ まとめ 

ラベンダー濃度 10%，5 分の吸入で運動ニューロンの興奮性に対する抑制効果

が認められた。また，ラベンダーの吸入が副交感神経活動を刺激することが示さ

れたことから，ラベンダーが運動ニューロンの興奮性を抑制する機序には副交感

神経活動の亢進が関与する可能性が示唆された。 
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第1章 序論  

 

Ⅰ．アロマテラピーについて  

 

 アロマテラピーという言葉は日常生活の中でよく目にするようになってきてお

り，現代ではリラクゼーションの 1 つとして取り入れられてきている。アロマテ

ラピーの歴史は古く，紀元前のエジプト時代にすでに芳香植物を利用し，香水や

薬，そして防腐剤としてミイラの作成に使用されていた。近代でのアロマテラピ

ーの誕生はフランスの化学者ガットフォセに起源があり，「アロマテラピー」とい

う新しい言葉を作ったとされている 1)。アロマテラピーは民間療法の 1 つで，英

国では補完療法，米国では代替医学と呼ばれており，世界保健機構（WHO）では，

これらを伝統医療として取り扱っている。このような伝統医療は科学的根拠が乏

しく，有効性が十分証明されていないのが現状である。しかし，様々な研究者が

少しずつではあるがアロマテラピーの有効性を科学的に解明しようとしてきてお

り，中でも，ラベンダーやラベンダーの主成分であるリナロールについての研究

は多くみられる。例えば，ラベンダーの香りは自律神経系に対しては副交感神経

を刺激し，血漿グリセロル値と体温，血圧を低下させ，摂食量と体重を増加させ

る 2)。脳波による研究では，自発脳波では α 波が増加しリラクゼーション効果が

高く 3)，誘発脳波では SEP（体性感覚誘発電位） 4)と VEP（視覚性誘発電位） 5)の

結果から中枢神経系を抑制すると推測されている。また，ラベンダーの薬理作用

としては，抗けいれん作用，鎮静作用 6)，抗不安作用 7)が報告されている。  

 

Ⅱ．これまでの（修士課程における）研究について  

  

 ラベンダーに中枢神経系や自律神経系に対する抑制効果があるのであれば，何

らかの機序で筋緊張に影響を及ぼす可能性が考えられる。そこで，健常者を対象

にラベンダーが母指球筋を支配する脊髄神経運動ニューロン（以下運動ニューロ

ン）に与える影響について F 波を用いて検討した。また，臨床での使用にどの程

度の量のラベンダーが必要なのか，またアロマテラピーの経験の影響についても

検討した。F 波を用いたのは，F 波は α 運動ニューロンを逆行性に上行したイン

パルスが脊髄前角細胞を興奮させ，再び α 運動ニューロンを下行し，筋収縮を生

じた時に発生すると考えられているため 8），運動ニューロンの興奮性を測る指標

として用いられていることによる。  

 研究 1 ではラベンダー1 滴（0.05ml）の吸入刺激が，研究 2 ではラベンダー3 滴

（0.15ml）の刺激が運動ニューロンに与える影響について検討した。研究 1 の対

象は健常者 18 名（アロマテラピーの経験あり 10 名，経験なし 8 名），研究  2 の

対象は健常者 26 名（アロマテラピーの経験あり 15 名，経験なし 11 名），そして

研究 1，2 のコントロール群は健常者 9 名であった。方法はラベンダー精油 1 滴ま

たは 3 滴をフリーザバッグ内のティッシュペーパーに滴下し酸素マスクに装着，

背臥位で 2 分間自然呼吸を行わせた。F 波測定は安静時，吸入開始時，吸入 1 分
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後，吸入終了直後，吸入終了後 5 分，10 分及び 15 分で行った。実験終了後に匂

いの好き嫌いについてアンケート調査を実施したが，対象者の全員が好きな香り

であると答えた。研究 1 と 2 の結果，ラベンダーの吸入刺激終了後に上肢の運動

ニューロンの興奮性が低下することが示された。また，運動ニューロンの興奮性

は研究 1では吸入終了後 10分から，研究 2では吸入終了後 5分から低下がみられ，

精油の量の違いによって運動ニューロンの興奮性が低下するまでの時間に差があ

ることが示された。アロマテラピーの経験がある対象者ではラベンダー1 滴およ

び 3 滴いずれの吸入刺激でも運動ニューロンの興奮性に変化は見られなかった。

また，アロマテラピーの経験のない対象者では 3 滴のラベンダー吸入刺激中に一

旦，運動ニューロンの興奮性が増加し，刺激終了後に運動ニューロンの興奮性が

抑制されることが示された 9)。  

 

Ⅲ．これまでの成果と課題  

 

 これまでの研究で示されたことは，以下の 3 つである。①100%のラベンダー吸

入後に運動ニューロンの興奮性が低下する。②100%ラベンダー精油の量の違いに

よって運動ニューロンの興奮性が低下するまでに時間差が生じる。③アロマテラ

ピーの経験の違いが運動ニューロンの興奮性低下に影響を及ぼす。  

以上の結果から，今後ラベンダー精油を臨床現場で活用するために，どの程度の

ラベンダー吸入で運動ニューロンの興奮性が抑制できるのかという疑問が残った。

また，ラベンダーの運動ニューロンの興奮性に対する抑制機序についても明らか

にする必要があると考え，以後の研究を行った。  

 

第 2 章 今回（博士後期課程における）の研究について  

 

Ⅰ．研究の目的  

ラベンダー精油には鎮静作用があり，中枢神経系や自律神経系に対して抑制作

用を持つとされている 10)。このことから，例えば脳卒中後の痙縮に対して筋緊張

抑制のリハビリテーションを行うが，その際にラベンダーが有効ではないかと考

えられる。痙縮に対するリハビリテーションではストレッチなどに加え，中枢神

経系における主要な抑制性神経伝達物質である γ-アミノ酪酸（GABA）の誘導体

であるバクロフェンや，GABAA 受容体の作用を増強させるベンゾジアゼピン系の

ジアゼパムなどの薬物投与が推奨されている 11)。しかし，これらの薬物には副作

用もあり医師の指導の下，厳重な管理が必要である。一方，ラベンダー精油は広

く一般にアロマテラピーに用いられていることから簡便に使用できる利点がある。

以前の研究では実験に濃度 100%のラベンダー精油を用いたが，ラベンダー精油

は高価なため臨床現場での適用を考えた場合，経済的配慮も必要である。従って，

今回の研究はどの程度のラベンダー吸入で運動ニューロンの興奮性を抑制できる

のかを検討することを 1 つの目的とした。さらに，以前の研究でラベンダーの運

動ニューロン抑制の機序について考察したが，明確な機序は明らかではない。ラ
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ベンダーは情動機能に関わる辺縁系に影響を及ぼすことから，自律神経系を介し

て運動ニューロンの興奮性を抑制させる可能性が考えられる。これに関しては，

辺縁系や視床下部が脚橋被蓋核，橋網様体，延髄網様体を経て脊髄の抑制性介在

ニューロンを介して筋緊張を抑制する下行性伝導路を持ち，骨格筋の反応に影響

を及ぼすことが示唆されている 12) 。ラベンダーは副交感神経の活動を高める 13

～ 15) が，これまでラベンダーと自律神経活動および運動ニューロンの興奮性との

関係についての研究はみられない。運動ニューロンの興奮性と自律神経活動との

間に関係があれば運動療法における筋緊張抑制の方法として自律神経活動の状態

を変化させることも 1 つの方法として考えられる。そこで本研究は，ラベンダー

が運動ニューロンの興奮性と自律神経活動にどのような影響を与えるのかについ

ての検討を 2 つめの目的とした。  

 

第 3 章 研究の対象と方法  

 

対象者はラベンダーの香りを好むアロマテラピー無経験の健常者で，治療中の

疾患や妊娠の可能性，および嗅覚異常の無い事を確認した。嗅覚の確認には，日

本鼻科学会・嗅覚検査検討委員会作成の「日常のにおいアンケート」 16)を実施し

た（資料 1）。また対象者には，香水などの香り，実験直前の激しい運動，タバコ

や飲食を避けることを求めた。実験は，自律神経の日内変動の影響を抑えるため

10 時～17 時の間に行った。被験者の姿勢は背臥位で開眼の状態とした。実験には

ラベンダー精油（学名：Lavandula angustifolia, Mont Saint Michel 製，フランス産，

ロット番号 1010T18，主成分：リナロール酢酸 43.7%，リナロール 32.0%（資料 2））

とスイートアーモンドオイルを使用した。スイートアーモンドオイルはアロマ精

油希釈に最も一般的に使用される主成分がオレイン酸（約 60%）の植物由来キャ

リアオイルであり，これまでのラベンダーの神経系への作用を検討した研究 17）

にも用いられている。ラベンダー精油をスイートアーモンドオイルで 1%，10%に

希釈したものを使用し，スイートアーモンドオイルのみのものを濃度 0%とした。  

ラベンダーの吸入は，中濃度酸素マスク（中村医科工業社製）を装着させて行

った（図 1）。ティッシュペーパーに精油 0.15ml を滴下し，フリーザバッグ

（273×268mm，旭化成社製）に入れた。その後，ハンディにおいモニター（OMX-SR，

神栄テクノロジー社製）でバッグ内の香り強度を測定した。香り強度はラベンダ

ー濃度 0%では 0，1%では 7.4±0.7，10%では 20.0±1.6 であった。  

F 波は筋電計（Nicolet Viking Quest，Natus 社製 )を用いて左側正中神経による F

波を母指球筋より導出した（図 2）。導出の刺激頻度は 0.5Hz，刺激持続時間は 0.2ms，

刺激強度は M 波最大上刺激（最大 M 波振幅が得られる刺激強度の 120%）で刺激

回数は 30 回とした。F 波測定項目は出現頻度（全刺激に対して何度 F 波が記録で

きたかの割合），振幅 F/M 比（最大 M 波振幅に対する平均 F 波振幅の値），立ち

上がり潜時（F 波の立ち上がりまでの時間）とした。  

自律神経評価には，ハートリズムスキャナー（PE，Biocom 社製）を用い，左

耳にプローブを挟み，5 分ごとの平均心拍数と心拍変動の交感神経活動指標とさ



 

 

図 1．ラベンダーの吸入方法 

ティッシュペーパーに精油を滴下し，フリーザバッグに入れ，それを中濃度酸素

マスクに装着して吸入を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

図 2．F 波の測定  

接地電極は前腕中央に，探査電極は母指球筋上に，基準電極は第一中手骨頭背側

に設置した。刺激電極は左正中神経を刺激し，F 波を導出した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接地電極  

刺激電極  

探査電極 (－ ) 

母指球筋  基準電極 (＋ ) 

第一中手骨頭背側  
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れている LF/HF 比（低周波成分 LF:0.04Hz-0.15Hz, 高周波成分 HF:0.15-0.4Hz）

および副交感神経活動の指標とされている HF 成分 18)を測定した（図 3）。  

 

Ⅰ．実験１．濃度の異なるラベンダーを吸入させた場合の F 波変化  

対象は 8 名（男性 6 名，女性 2 名。平均年齢 30.1±8.9 歳）。気温 25.2±0.7℃，相

対湿度 64.8±9.0%の室内で行った。濃度の異なるラベンダーを 2 分間自然呼吸に

より吸入させた。実験は 8 名全員が 1 日 1 条件で実施し，ランダムに濃度の違う

精油を呈示して行った。実験と実験の間は 1 週間以上の間をあけて実施した。F

波は図 4 の実験 1 に示したように①から⑦まで 7 回測定した。  

 

Ⅱ．実験 2．濃度 10％のラベンダー吸入時の F 波と自律神経活動の変化  

対象は 17 名（男性 6 名，女性 11 名。平均年齢 20.7±2.8 歳）。ラベンダーは実

験 1 と同条件の室内で 10 分間吸入させた。図 4 の実験 2 に示したように F 波は

①から⑧まで計 8 回測定し，測定③は吸入開始後 5 分，測定④は吸入開始後 10

分である。自律神経の評価は安静時（以下 rest）から連続で各 5 分間の計 7 回測

定した。LF/HF 比，HF 成分，平均心拍数の値については各 5 分間の心拍測定記録

から算出した。コントロール群はフリーザバッグ内に無臭のティッシュペーパー

のみを挿入し，精油を滴下しない条件で実施した。実験は 1 日 1 条件で行った。  

 

Ⅲ．統計学的検討  

実験 1，2 の統計学的検討は Kolmogorov-Smirnov 検定で正規性の検定を行なっ

た結果，正規性を認めなかったため，Friedman 検定を行った。事後検定として実

験 1 と 2 の安静時試行と各条件下の比較，実験 1 の各試行での濃度ごとの比較は

Bonferroni 補正した Wilcoxon 検定をおこなった。また，実験 2 のコントロール群

とラベンダー群の比較には Wilcoxon 検定を用いた。  

 

Ⅳ．説明と同意  

研究に先立ち，青森県立保健大学および関西医療大学の倫理審査委員会に申請

した。申請に際して，特に被験者がラベンダーを吸入することで生じる可能性の

ある作用を十分説明し，気分が悪くなるなどの不都合が生じた場合には，実験途

中でも研究協力を辞退できることなどを記載した上で承認を得た（承認番号 1404

および承認番号 14-17）。実験に当たっては，全対象者に十分説明し，同意を得た

上で実施した。  

 

第４章 結果  

 

Ⅰ．実験 1：濃度の異なるラベンダーを吸入させた場合の F 波変化  

各濃度における群内比較をみるため Friedman 検定を行った結果，濃度 0%，1%

での出現頻度，振幅 F/M 比，立ち上がり潜時，ラベンダー濃度 10%での振幅 F/M

比，立ち上がり潜時に有意差は認められなかった（表 1）。濃度 10%での出現頻度



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．ハートリズムスキャナーでの測定  

左耳にプローブを挟み 5 分ごとの平均心拍数と心拍変動の交感神経活動指標とさ

れている LF/HF比および副交感神経活動の指標とされている HF成分を測定した。 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．実験プロトコール  

上段：実験 1（n=8） 下段：実験 2（n=17）  

実験 1：F 波の測定は次のそれぞれで計 7 回測定。①5 分安静後②吸入開始時③吸

入 1 分後④吸入終了直後⑤吸入終了 5 分後⑥吸入終了 10 分後⑦吸入終了 15 分後  

実験 2：心拍数・心拍変動の測定は次のそれぞれの期間（各 5 分間）で計 7 回測

定。 rest：安静時  dur1：吸入開始から 5 分後まで  dur2：吸入開始 5 分後から 10

分後まで  post1：吸入終了直後から吸入終了後 5 分間  post2：吸入終了 5 分後から

10 分後まで  post3：吸入終了 10 分後から 15 分後まで  post4：吸入終了 15 分後か

ら 20 分後まで  

F 波の測定は次のそれぞれで計 8 回測定。①5 分安静後②吸入開始時③吸入 5 分

後④吸入 10 分後⑤吸入終了直後⑥吸入終了 5 分後⑦吸入終了 10 分後⑧吸入終了

15 分後  

 

実験 1：濃度の異なるラベンダーを吸入させた場合の F 波変化  

安静
5分

香り呈示
2分

5分 10分 15分

①② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

F波の測定

 

実験 2：濃度 10%のラベンダー吸入時の F 波と自律神経活動の変化    

①② ③ ④⑤ ⑥ ⑦ ⑧

安静
5分

香り呈示
10分

5分

rest dur1 dur2 post1 post2 post3 post4

F波の測定

心拍数・心拍変動の測定

5分 10分 15分

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：濃度ごとの結果 下段：試行ごとの結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出現頻度 振幅F/M比 立ち上がり潜時

濃度 n
自由度

(df)

カイ二

乗値
(x2)

p値 n
自由度

(df)

カイ二
乗値
(x2)

p値 n
自由度

(df)

カイ二
乗値
(x2)

p値

0% 8 6 7.33 0.30 8 6 9.00 0.17 8 6 5.06 0.54

1% 8 6 5.48 0.48 8 6 0.70 1.00 8 6 1.55 0.96

10% 8 6 13.74 0.03 8 6 7.61 0.27 8 6 7.23 0.30

 

出現頻度 振幅F/M比 立ち上がり潜時

濃度 n
自由度

(df)

カイ二
乗値(x2)

p値 n
自由度

(df)

カイ二
乗値(x2)

p値 n
自由度

(df)

カイ二
乗値(x2)

p値

安静

0% 8

2 3.25 0.20 

8

2 6.75 0.03

8

2 0.25 0.88 1% 8 8 8

10% 8 8 8

吸入
開始時

0% 8

2 0.44 0.80 

8

2 5.25 0.07 

8

2 0.44 0.80 1% 8 8 8

10% 8 8 8

吸入
1分後

0% 8

2 0.44 0.80 

8

2 0.25 0.88 

8

2 0.56 0.75 1% 8 8 8

10% 8 8 8

吸入終了
直後

0% 8

2 0.19 0.91 

8

2 6.75 0.03

8

2 0.81 0.67 1% 8 8 8

10% 8 8 8

吸入終了
5分後

0% 8

2 5.25 0.07 

8

2 3.25 0.20 

8

2 0.06 0.97 1% 8 8 8

10% 8 8 8

吸入終了
10分後

0% 8

2 0.44 0.80 

8

2 0.75 0.69 

8

2 1.94 0.19 1% 8 8 8

10% 8 8 8

吸入終了
15分後

0% 8

2 3.06 0.22 

8

2 1.75 0.42 

8

2 1.94 0.38 1% 8 8 8

10% 8 8 8

表 1．実験 1 の Friedman 検定の結果  
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で有意差が認められた（p<0.05）ことから，安静時と各条件下の比較で事後検定

行ったが有意差は認められなかった（表 2）。  

出現頻度，振幅 F/M 比，立ち上がり潜時について群間比較のために Friedman

検定を行い，ラベンダー濃度の影響を検討した（表 1）。出現頻度，立ち上がり潜

時に関しては，有意差は認められなかった。振幅 F/M 比に関しては安静時（p<0.05） 

と吸入終了直後（p<0.05）において有意差がみられたものの，各試行内で濃度の

影響を検討するための事後検定では有意差は認められなかった（表 2）。  

 

Ⅱ．実験 2：濃度 10％のラベンダー吸入時の F 波と自律神経活動の変化  

１．ラベンダー吸入による F 波変化：  

群内比較のために Friedman 検定（表 3）を行い，ラベンダー群の出現頻度と立

ち上がり潜時，コントロール群の立ち上がり潜時に有意差が認められたため事後

検定を行い，安静時と各条件下の比較を行った。ラベンダー群の出現頻度は安静

時と比較して吸入開始後 10 分（p<0.05），10 分間吸入終了 5 分後（p<0.05）と 15

分後（p<0.05）で有意な低下を示した（図 5）。立ち上がり潜時に関しては，有意

差は認められなかった（表 4）。  

コントロール群とラベンダー群との各条件下における群間比較では，出現頻度

はラベンダー群で吸入開始後 5 分（p<0.05）と 10 分（p<0.01），10 分間吸入終了

5 分後（p<0.01）と 15 分後（p<0.01）に有意な低下を示した（図 6）。振幅 F/M 比

はラベンダー群で 10 分間吸入終了 10 分後 (p<0.05)に有意な低下を（図 7），立ち

上がり潜時はラベンダー群で 10 分間吸入終了 15 分後（p<0.05）に有意な延長が

みられた（表 5，図 8）。  

 

2．ラベンダー吸入による平均心拍数の変化：  

群内比較のために Friedman 検定（表 3）を行い，コントロール群の平均心拍数

で有意差を認めたので，事後検定を行い安静時試行と各条件下の比較を行った。

その結果，安静時と比較して吸入開始 5 分後から 10 分後まで  （dur2：p<0.01）

において有意な低下を示した（表 4，図 9）。  

コントロール群とラベンダー群との各条件下での群間比較では，有意差は認め

られなかった（表 6）。  

 

3．ラベンダー吸入による LF/HF 比と HF 成分の変化：  

群内比較のために Friedman 検定（表 3）を行ったが，コントロール群は LF/HF

比と HF 成分ともに有意差はなかった。ラベンダー群は LF/HF 比に有意差はなか

ったが，HF 成分（p<0.05）については有意差が認められたことから，事後検定と

して安静時と各条件下の比較を行った。その結果，安静時と比較して吸入開始か

ら 5 分後まで（dur1：p<0.05）有意な増加が認められた（表 4，図 10）。  

コントロール群とラベンダー群との各条件下での群間比較では，LF/HF 比に有

意差はなかった。HF 成分ではラベンダー群の安静時（ rest：p<0.05）と 10 分間吸

入終了 5 分から 10 分後まで  （post2：p<0.05）に有意な増加がみられた（表 6，
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図 5．出現頻度の変化  

左：コントロール群 右：ラベンダー群  （中央値，n=16）  

ラベンダー群の出現頻度については安静時と比較して吸入開始 10 分後，吸入終了

5 分後，吸入終了 15 分後において有意な低下が認められた。＊：p<0.05  
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図 6．出現頻度におけるコントロール群とラベンダー群の比較  

青色：コントロール群 紫色：ラベンダー群 （中央値，n=16）  

吸入 5 分後，吸入 10 分後，吸入終了 5 分後，吸入終了 15 分後でラベンダー群が

コントロール群と比較して有意な低下を示した。   ＊：p<0.05，＊＊：p<0.01 
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図 7．振幅 F/M 比におけるコントロール群とラベンダー群の比較  

青色：コントロール群 紫色：ラベンダー群 （中央値，n=16）  

吸入終了 10 分後でラベンダー群がコントロール群と比較して有意な低下を示し

た。＊：p<0.05 
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図 8．立ち上がり潜時におけるコントロール群とラベンダー群の比較  

青色：コントロール群 紫色：ラベンダー群 （中央値，n=16）  

吸入終了 15 分後でラベンダー群がコントロール群と比較して有意な延長を示し

た。＊：p<0.05 
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図 9．平均心拍数の変化  

左：コントロール群 右：ラベンダー群 （中央値，n=17）  

コントロール群で安静時と比較して dur2（吸入開始 5 分後から 10 分後まで）で

有意な低下を示した。＊＊：p<0.01  
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図 10．HF 成分の変化  

左：コントロール群 右：ラベンダー群 （中央値，n=17）  

ラベンダー群では安静時と比較して dur1（吸入開始から 5 分後まで）で有意な上

昇を示した。  ＊：p<0.05 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 2．実験 1 の F 波変化  

濃度 安静
吸入
開始時

吸入
1分後

吸入終了
直後

吸入終了
5分後

吸入終了
10分後

吸入終了
15分後

出現頻度
（%）

0% 50.00 65.00 63.50 62.00 51.50 55.00 58.50

1% 57.00 55.00 65.00 65.00 53.50 53.00 60.00

10% 66.50 67.00 72.00 70.00 71.50 61.50 48.00

振幅 F/M比
（%）

0% 1.38 1.34 1.28 1.24 1.19 1.09 1.11 

1% 1.15 1.06 1.17 1.13 1.02 1.17 1.10 

10% 1.10 1.43 1.23 1.08 1.25 1.06 1.32 

立ち上がり
潜時(ms)

0% 24.55 25.40 25.05 24.55 24.55 25.00 25.15

1% 25.50 25.65 25.65 25.80 25.75 24.95 25.70

10% 24.95 25.55 25.70 24.70 25.35 24.65 24.90

 

                            (中央値) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 3．実験 2 の F 波と平均心拍数，LF/HF 比，HF 成分に関する Friedman 検定の

結果  

出現頻度 振幅F/M比 立ち上がり潜時

n
自由度

(df)

カイ二
乗値
(x2)

p値 n
自由度

(df)

カイ二
乗値
(x2)

p値 n
自由度

(df)

カイ二
乗値
(x2)

p値

コントロール群 17 7 9.28 0.23 17 7 13.35 0.06 17 7 19.85 0.01

ラベンダー群 16 7 35.22 0.01 16 7 9.94 0.19 16 7 27.64 0.01

平均心拍数 LF/HF比 HF成分

n
自由度

(df)

カイ二
乗値
(x2)

p値 n
自由度

(df)

カイ二
乗値
(x2)

p値 n
自由度

(df)

カイ二
乗値
(x2)

p値

コントロール群 17 6 13.45 0.04 17 6 9.74 0.14 17 6 7.11 0.31

ラベンダー群 17 6 9.18 0.16 17 6 7.59 0.27 17 6 15.03 0.02

 

上段：F 波 下段：平均心拍数，LF/HF 比，HF 成分  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 4．実験 2 の F 波，平均心拍数，LF/HF 比，HF 成分の変化  

安静
吸入
開始時

吸入
5分後

吸入
10分後

吸入終了
直後

吸入終了
5分後

吸入終了
10分後

吸入終了
15分後

出現頻度
（%）

C 80.00 80.00 80.00 77.00 77.00 67.00 77.00 67.00

L 67.00 73.00 57.00 47.00* 53.00 50.00* 53.00 43.00*

振幅F/M比
（%）

C 1.29 1.14 1.21 1.25 1.06 0.91 1.06 0.88

L 1.11 0.87 1.00 0.99 0.85 1.01 0.78 0.87

立ち上がり
潜時(ms)

C 23.70 23.60 24.10 24.10 24.10 23.50 23.80 23.90

L 24.20 23.60 24.00 24.20 24.10 24.30 24.50 24.90

 

rest dur1 dur2 post1 post2 post3 post4

平均心拍数
(bpm)

C 60.70 60.80 60.60** 62.50 61.80 60.50 62.90

L 61.60 60.00 60.00 58.70 60.10 59.30 59.20

LF/HF比

C 0.80 0.60 1.20 1.10 1.60 1.40 1.10

L 0.80 1.00 1.50 0.90 1.40 0.90 1.40

HF成分
(ms2/Hz)

C 178.30 286.40 268.20 251.90 260.00 275.20 296.00

L 286.00 378.70* 490.20 359.70 350.30 257.10 336.10

 

上段：F 波 下段：平均心拍数，LF/HF 比，HF 成分   

rest：安静時  

dur1：吸入開始から 5 分後まで  

dur2：吸入開始 5 分後から 10 分後まで  

post1：吸入終了直後から吸入終了後 5 分間  

post2：吸入終了 5 分後から 10 分後まで  

post3：吸入終了 10 分後から 15 分後まで  

post4：吸入終了 15 分後から 20 分後まで  

C＝コントロール群，L＝ラベンダー群 （中央値，＊：p<0.05，＊＊：p<0.01）  

 



表 5．実験 2 における出現頻度，振幅 F/M 比及び立ち上がり潜時のコントロール

群とラベンダー群の比較  

出現頻度 振幅F/M比 立ち上がり潜時

中央値
(%)

n p値
中央値

(%)
n p値

中央値
(ms)

n p値

安静
C 80.00

17 0.31 
1.29

17 0.08 
23.70

17 0.11 
L 67.00 1.11 24.20

吸入開始時
C 80.00

17 0.98 
1.14

17 0.87 
23.60

17 0.19 
L 73.00 0.87 23.60

吸入5分後
C 80.00

17 0.03
1.21

17 0.65 
24.10

17 0.71 
L 57.00* 1.00 24.00

吸入10分後
C 77.00

17 0.01 
1.25

17 0.55 
24.10

17 0.51 
L 47.00** 0.99 24.20

吸入終了
直後

C 77.00
17 0.08 

1.06
17 0.09 

24.10
17 0.11 

L 53.00 0.85 24.10

吸入終了
5分後

C 67.00
17 0.01 

0.91
17 0.30 

23.50
17 0.11 

L 50.00** 1.01 24.30

吸入終了
10分後

C 77.00
17 0.06 

1.06
17 0.02 

23.80
17 0.50 

L 53.00 0.78* 24.50

吸入終了
15分後

C 67.00
17 0.01

0.88
17 0.45 

23.90
17 0.03 

L 43.00** 0.87 24.90*

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C＝コントロール群，L＝ラベンダー群（＊＊：p<0.01，＊：p<0.05）  

 



表 6．実験 2 における平均心拍数，LF/HF 比及び HF 成分のコントロール群とラベ

ンダー群の比較  

平均心拍数 LF/HF比 HF成分

中央値
(bpm)

n p値 中央値 n p値
中央値

(ms2/Hz)
n p値

rest
C 60.70

17 0.25
0.80

17 0.86
178.3

17 0.05
L 61.60 0.80 286.0*

dur1
C 60.80

17 0.31
0.60

17 0.78
286.4

17 0.31
L 60.00 1.00 378.7

dur2
C 60.60

17 0.41
1.20

17 0.80
268.2

17 0.08
L 60.00 1.50 490.2

post1
C 62.50

17 0.10
1.10

17 0.92
251.9

17 0.25
L 58.70 0.90 359.7

post2
C 61.80

17 0.17
1.60

17 0.96
260.0

17 0.03
L 60.10 1.40 350.3*

post3
C 60.50

17 0.55
1.40

17 0.05
275.2

17 0.69
L 59.30 0.90 257.1

post4
C 62.90

17 0.44
1.10

17 0.29
296.0

17 0.69
L 59.20 1.40 336.1

 

rest：安静時  

dur1：吸入開始から 5 分後まで  

dur2：吸入開始 5 分後から 10 分後まで  

post1：吸入終了直後から吸入終了後 5 分間  

post2：吸入終了 5 分後から 10 分後まで  

post3：吸入終了 10 分後から 15 分後まで  

post4：吸入終了 15 分後から 20 分後まで 

C＝コントロール群，L＝ラベンダー群 （＊：p<0.05） 
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図 11）。  

 

第 5 章 考察  

 

我々は以前の研究で濃度 100%のラベンダー2 分間吸入により上肢筋を支配す

る運動ニューロンの興奮性低下を報告した 9）。このことは，ラベンダー吸入が筋

緊張を抑制するための理学療法においては治療効果を高める一助となる可能性を

示唆する。しかし，臨床現場でラベンダー吸入を適用するに際して，どの程度の

濃度と吸入時間で効果が得られるのかという疑問が残った。また，以前の研究に

おいてラベンダーが運動ニューロンの興奮性を低下させた機序として，ラベンダ

ーが嗅覚から扁桃体，視床下部に投射し副交感神経に作用した可能性を考察した。

これに関して，ラベンダーは副交感神経の興奮性を高める 13～ 15)という報告が多

いこと，および体性神経系と自律神経系との間に関係がある 19）ことが示唆され

ていることから今回の研究を行った。その結果，ラベンダー濃度に関しては，濃

度 1％，10％の 2 分間吸入は運動ニューロンの興奮性を変化させなかったが，濃

度 10％，5 分間の吸入により運動ニューロンの興奮性を有意に低下させることが

出来た。また自律神経活動に関しては，濃度 10％，10 分間のラベンダー吸入によ

り LF/HF 比に変化はみられないが HF 成分に増加がみられ，副交感神経活動を刺

激することが明らかになった。以上のことから，1．どの程度のラベンダー吸入で

運動ニューロンの興奮性が抑制できるのか，2．運動ニューロンの興奮性と自律神

経活動の関係について，3．自律神経活動と平均心拍数の変化について，4．運動

ニューロンの興奮性に対するラベンダーの薬理作用について，5．その他，F 波測

定から考えられる運動ニューロンに対する影響について考察する。  

 

Ⅰ．どの程度のラベンダー吸入で運動ニューロンの興奮性が抑制できるのか  

濃度 1%，2 分間のラベンダー吸入による運動ニューロンの興奮性は濃度 0%と

ほぼ変わらず，濃度 10%，2 分間のラベンダー吸入では表 2 の出現頻度の結果か

ら運動ニューロン興奮性の低下傾向はみられたものの，安静時との比較で有意差

は認められず，十分な効果があるとはいえない。以前の研究は今回と同じ実験方

法で濃度 100%ラベンダーを使用して実施したが，吸入終了 5 分，10 分および 15

分後に出現頻度が有意な低下を示した 9）。従って 2 分間という短時間吸入の場合

は，より濃度の高い精油吸入を必要とすることが分かる。今回の実験 2 で濃度 10%

ラベンダーを吸入させた結果，吸入 5 分後から運動ニューロン興奮性の低下がみ

られたことから濃度が低い場合，効果発現までに長い吸入時間を要すると思われ

る。Linck ら 20)によるとマウスの鎮静効果はラベンダーの吸入時間と濃度により

変化する。以上からラベンダー精油の運動ニューロンの興奮性の抑制にはある程

度の吸入量が必要であることが示唆される。  

 

Ⅱ．運動ニューロンの興奮性と自律神経活動の関係について  

Holstege 21）によると随意運動制御には体性運動系に加えて，情動運動系と呼ば
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図 11．HF 成分におけるコントロール群とラベンダー群の比較  

青色：コントロール群 紫色：ラベンダー群 （中央値，n=17）  

Rest（安静時）と post2（吸入終了 5 分後から 10 分後まで）において，ラベンダ

ー群がコントロール群と比較して有意な増加を示した。＊：p<0.05 
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れる下行性伝導路が働く。この情動運動系は情動行動の形成に関与する個々の運

動ニューロンや自律神経活動を制御するとされている。このことから，ラベンダ

ーが嗅覚を介して辺縁系で快の情動を形成したならば，交感神経が抑制され副交

感神経優位となり，運動ニューロンの興奮性も低下する可能性が考えられる。本

実験の結果，ラベンダー吸入 5 分後から運動ニューロンの興奮性は低下し，副交

感神経活動の指標とされる HF 成分は吸入開始から 5 分後まで有意な増加を示し，

その後は増加傾向を示した。しかし，交感神経活動の指標とされる LF/HF 比や平

均心拍数に変化はなかった。これらから運動ニューロンの興奮性低下に副交感神

経活動が関与する可能性が考えられる。  

 

Ⅲ．自律神経活動と平均心拍数の変化について  

ラベンダーは副交感神経の活動を亢進するとされている 13～ 15)。本実験でもラ

ベンダー吸入により HF 成分の増加がみられた。しかしながら，匂いの好みによ

ってはラベンダーが自律神経活動に影響を及ぼさない可能性がある 22）。谷田 23）

はラベンダーの香りを好まない者は副交感神経活動値，心拍数ともに香りの提示

の有無で差を認めなかったと報告している。本実験はラベンダーの香りを好む者

のみを対象として行ったため，副交感神経の活動に影響した可能性も考えられる。 

平均心拍数はラベンダー群では変化がなかったが，コントロール群の安静時と

各条件下では，吸入開始 5 分から 10 分後の間で有意な低下を示した。別宮ら 24)

の実験では有意差はなかったもののラベンダー群では心拍数変化が小さく，コン

トロール群では変化が大きかったと報告されており，ラベンダーが自律神経活動

や心拍数に対して安定的に作用するのではないかと考えられる。しかし，平均心

拍数の変化に対して呼吸の要素が影響している可能性も考えられる。今回は呼吸

についての評価を行っておらず，さらなる検討が必要と思われる。  

 

Ⅳ．運動ニューロンの興奮性に対するラベンダーの薬理作用について  

運動ニューロンの興奮性低下には副交感神経の関与が示唆される。しかしなが

ら，運動ニューロンの興奮性低下にはラベンダーの薬理作用の可能性も考えられ

る。香り物質を吸入するとき，体内に吸収される経路には 3 つある。1．気道から

肺に入り，肺胞の毛細血管から血流中に入る，2．鼻粘膜の毛細血管から吸収され

血流に入る，3．鼻腔内嗅上皮の嗅細胞の嗅覚受容体に香り物質が結合し，嗅覚の

神経伝達信号として中枢神経系に作用する経路である 25)。精油成分の鼻粘膜から

の吸収による血中移行は経皮吸収よりも速いと考えられており，吸入後 5 分でラ

ベンダー精油の主成分であるリナロールが血中に検出されている 25)。本実験で出

現頻度に有意差が見られたのは吸入開始後 10 分であったが，吸入開始後 5 分でも

低下の傾向がみられたこと，コントロール群とラベンダー群との比較では吸入開

始後 5 分から有意差が見られたことから，経鼻吸収により血中移行した精油成分

が運動ニューロンの興奮性に作用したと思われる。精油の主成分であるリナロー

ルに関しては，アルコール類であるリナロールが GABAA 受容体に結合し，GABA

の親和性を増強させたり，GABA 様効果を発揮したりする 26)27) ことが考えられ
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る。GABA は脳と脊髄の主な抑制性神経伝達物質である。また，リナロールはグ

ルタミン酸受容体である NMDA 受容体に結合し，グルタミン酸の結合を阻害する

ことで運動を抑制することも知られている 28)。Jirovetz ら 29)は，リナロールの吸

入は動物の運動性を 30-40%減少させたと報告している。以上のことから，リナロ

ールは中枢神経系に抑制的に作用する可能性が考えられ，その影響で運動ニュー

ロンの興奮性も低下した可能性も考えられる。従って，ラベンダーの作用機序に

は香りによる情動系から自律神経系を介するものに加え，ラベンダーの主成分で

あるリナロールの薬理作用も考えられる。  

 

Ⅴ．その他，F 波測定から考えられる運動ニューロンに対する影響について  

立ち上がり潜時は運動ニューロンを脊髄まで逆行し，再び末梢へ伝搬する電位

であるため，末梢神経全長にわたる伝導が反映される。したがって末梢神経，特

に髄鞘に広範な障害をきたす疾患では高率に立ち上がり潜時の遅延，出現頻度の

低下をきたす 30）。しかし，今回の被験者は健常者であり，コントロール群との比

較で，10 分間吸入終了 15 分後で立ち上がり潜時の有意な延長が見られたことに

ついては，上記のような障害によるとは考えられない。これまでの F 波による研

究では，繰り返し F 波を測定することによる波形への影響を述べた報告は見られ

ない。これに関しては，今後さらに検討する必要があるかもしれない。  

今回の研究では若い男女を被験者とした。しかし，自律神経系の状態には性差

や年齢差があること 31～ 33）が知られていることから，今後，これらについても検

討を加える必要があると考える。  

 本研究では中枢神経系に対して抑制効果があると言われるラベンダー精油につ

いて基礎的な研究を行い，運動ニューロンの興奮性に対して抑制効果が示された。

この結果を基に臨床適用，特に関節可動域訓練や筋緊張が高い患者様に関する検

討が重要であると考える。  

 

第 6 章 結論  

 

どの程度のラベンダー吸入で上肢筋を支配する運動ニューロンの興奮性が抑制

できるのかについて検討した結果，濃度 10％，5 分の吸入で有意な効果が認めら

れた。また，ラベンダー吸入が副交感神経を刺激することが示されたことから，

ラベンダーが運動ニューロン興奮性を抑制する機序には副交感神経活動の亢進が

関与する可能性が示唆された。  
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